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はじめに
　当院は，今年，創立76周年を迎え
ましたが，主として心臓血管領域を
中心に発展を続けて来た伝統ある病
院です．旭川沿いの烏城や後楽園に
近接した，風光明媚で静かな環境に
恵まれ，365日眠らない病院として頑
張っています．最新の病院ランキン
グでも，心臓手術が全国７位，心臓
カテーテル治療も19位と上位にラン
クされています（週刊朝日 MOOK
「手術数でわかるいい病院2008」よ
り）．当院は循環器疾患を中心とした
専門病院で，岡山市やその周辺はも
とより，広く県内外から患者さんが
受診されています．当院では，もっ
ぱら急性期医療を担っていますが，
３年前から積極的に逆紹介を推進
し，外来機能を縮小して救急や入院
診療に一層の重点を置くようにしま
した．その結果，病診連携が進んで
初診の紹介が増加し，さらに，日帰
りカテーテルや低侵襲手術の導入に
より大きく件数が増え（図１），この
ような高い評価をいただくことがで
きたのではないかと思っています．
沿　　革
　当院は，昭和７年４月に榊原亨が
「外科榊原病院」を開設したことに
始まります．昭和11年12月，心臓の
外傷に対して綿紗点絡止血術に世界
で初めて成功して以来（病院玄関横
に記念のプレートがあります），心臓
外科の道に足を踏み入れることにな
り，さらに，昭和30年代に入って循
環器内科も加わり，心臓病の専門病
院として大きく発展してきました．
そして，昭和59年４月から「心臓病
センター榊原病院」と改称し今日に
至っています．
　平成10年４月から足掛け８年にお
よぶ病院の大がかりな増改築工事が
始まりましたが，同時に原尾島病院
を統合し，心臓病センター榊原東病
院を開院しました．平成17年２月に
本院の増改築工事が完成する運びと
なり，それに合わせて平成16年12月
に心臓病センター榊原東病院を統合
し，本院は247床の病院にリニューア
ルしました．また，平成13年10月か
ら，館内８階に25ⅿプールを備えた
「OSK メディカルフィットネスクラ
ブ榊原」を併設しています．
病院の理念　－病客さま－
　当院では，患者さまのことを「病
客さま」と呼んでいます．これは，
常に患者さまの目線で診療し，対等
な信頼関係を築くという理念から生
まれたもので，開設当初より今に引
き継がれています．「病客さまの権利
を尊重し，心のこもった，安全で質
の高い医療の提供」が当院の病院理
念となっています．
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図１　心臓手術・PCI 症例数の年次推移
　　　（過去５年間）
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病院の現況
　現在の常勤医師数（理事長と顧問
を除く）は，外科13人（研修医５
人），内科18人（研修医２人），透析
１人，糖尿病３人（研修医１人），消
化器１人，麻酔科３人，放射線科２
人，眼科１人です．
　病床は，一般病床243床，ICU20
床，HCU16床，透析20床です．手術
室３室，カテーテル室４室，各種生
理検査機器，マルチスライス CT（64
列と320列），MRI，RI などを備え，
ほとんどの循環器疾患に，いつでも
迅速かつ的確に対応できる体制を整
えています．今年４月から稼働を始
めた320列マルチスライス CT（アク
イリオン・ワン）は，低被爆量で瞬
時に心臓をスキャンでき，冠動脈 
CT に威力を発揮しています．
　心臓血管外科では，冠動脈バイパ
ス術，弁形成・置換術，胸・腹部大
血管手術，および末梢血管の血行再
建手術などを行っていますが，ポー
トアクセス手術や腹部大動脈瘤のス
テント留置術など低侵襲手術も積極
的に行っています．
　循環器内科では，とくに虚血性心
疾患，不整脈および閉塞性動脈硬化
症のカテーテルによる診断・治療や
ペースメーカー・ICDの植え込みな
どを行っています．
　その他，循環器疾患に関連の深い
糖尿病，人工透析，ならびに眼科領
域の診療や，消化管の内視鏡的診
断・治療も行っています．さらに，
心臓リハビリにも力を入れており，
専任の理学療法士が，早期離床や心
機能回復に向けてトレーニングに当
たっています．
今後の展望
　当院では，病院理念にあるとおり
「安全で質の高い医療」を提供し，
患者さんに「満足と感動」を与える
ことをモットーに，改革・向上を進
めていきたいと考えています．
　新臨床研修システムの導入や医療
費抑制政策により，医師不足や医業
収入の低迷で，医療業界はたいへん
困難な状況になっていますが，その
中で，いかに地域や患者さんのニー
ズにお応えし，選ばれる病院になる
かを模索しつつ，新しいことに挑戦
し続けて行くことが課題と考えてい
ます．こうした厳しい情勢の中で，
当院はこれからも循環器領域に特化
した急性期病院として，地域医療に
貢献できるよう努力していきたいと
思います．そして，優れた循環器専
門医の養成にも力を入れていきたい
と考えています．
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